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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，務学に関心をもち，本会の経旨に質問する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年 4回flJ行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会11(7，000円 (学生

は5，000円)を前納するものとする。 団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売通小川東入 日本藻類学会宛に，また「務類」

への原稿の送付は 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学有賀祐勝気付 日本藻類学会編集委員会宛tこさ

れたL、。

The ]apanese Society of Phycology 

TheJapanese Society of Phycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any aspect ofphycology 

Either individuals or organizations may become members of the Societ y. TheJ apanese Journal of Phycology (SORUI) 

is published quarterly and distributed to members free of charge 

1n中 iriesand other information rcgardi時 thesociety should be addressed to Thc Japanese Socicty of 

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Kamikyoku， Kyoto， 602 Japan. The annual dues (1990) for overseas 

m町巾ersare 7，000 Yen (Sc吋 theremittance to Thc Japancsc Socicty 01" Phycology al the above addre吋

Manuscript (or publicalion should be submilled directly 10 the Edilor-in-Chief， Prof. Y. Aruga， Tokyo University 

of Fisheries， Konan-4， Minato-ku， Tokyo， 108 Japan. 
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日本藻類学会秋季シンポジウムのお知らせ

秋季 γ ンポジウムおよび懇親会を， 日本組物学会第55回大会(静岡大学教養部)の前日に，下記のように開催

しますのでご出席下さい。

日 時 1990年10月 1日(月)

1 5 : 30~ 1 7 : 30 シンポジウム

1 8 ・ 00~20: 00 懇親会

シンポジム・懇親会会場

ターボーノレ会館 〒420静岡市紺屋町2-2(TcI 0542-54-0251) 

演題 ・演者 (1 )紅藻の生育水深と紫外線

( 2 )海洋における藻類の炭酸カルシウム沈着と地球環境

座 長-有賀祐j勝(東京水産大学)

(三重大学)前}II

(東京学芸大学)岡崎

行幸

恵視

参加申込み ーシンポジウム参加は無料で‘すが，会場準備の都合上，シンポジウムのみの出席を希望する方は，

下記あてに業占でお申込み下さ L、。

懇 親会費 5，000円

懇親会費は，同封の郵便振替用紙にて下記あてに，申込み期限までにお送り下さL、。

シンポジウム参加申込み・懇親会費送付先 :

〒184小金井市貫井北町4-1-1 (東京学芸大学生物学教室内)

日本藻類学会秩季 γ ンポジウム係(郵便振替口座 東京 3-544509)

申 込 締切 1990年 9月10日(月)

世 話人 .横浜康継

片山

干415下問市 5丁日 10-1(筑波大学下回臨海実験センター) (恥105582-2-6605) 

許康

〒184小金井市民井北1IIJ4-I-l (東京学芸大学生物学教室) (恥10423-25-2111 

至j~;.

会
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